
ササケケ稚稚魚魚放放流流かからら３３００年年をを経経てて
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市
街
地
を
北
へ
流
れ
、石
狩

川
に
合
流
す
る
豊
平
川
。

上
流
に
は
豊
平
峡
ダ
ム
や
定
山

渓
ダ
ム
を
有
し
、
市
民
の
水
道
水
の
大

部
分
を
賄
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
下
流

の
河
川
敷
に
は
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

や
公
園
な
ど
が
整
備
さ
れ
た
り
、
花
火

大
会
や
い
か
だ
下
り
の
会
場
に
な
っ
た

り
す
る
な
ど
、
市
民
の
暮
ら
し
に
密
接

に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

豊
平
川
のサ

ケ
の
歴
史

昭
和
の
初
め
、
サ
ケ
の
捕
獲
や
稚
魚

の
放
流
と
い
っ
た
増
殖
事
業
が
行
わ
れ

る
ほ
ど
、
豊
平
川
に
は
多
く
の
サ
ケ
が

上
っ
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
急
激
な
人
口
の
増
加
や

都
市
化
な
ど
に
よ
っ
て
、
豊
平
川
の
水

は
次
第
に
汚
れ
、
昭
和
２８
年
こ
ろ
に
は

サ
ケ
の
姿
は
ほ
ど
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
４５
年
こ
ろ

か
ら
下
水
道
の
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進

ん
だ
こ
と
で
豊
平
川
の
水
質
は
改
善
さ

れ
、
環
境
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
サ

ケ
は
戻
っ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
こ
で
、
昭
和
５３
年
、
昔
の
よ
う
に

「
豊
平
川
に
サ
ケ
を
戻
そ
う
」
と
い
う

カ
ム
バ
ッ
ク
サ
ー
モ
ン
運
動
が
起
こ
り
、

翌
年
に
サ
ケ
の
稚
魚
を
放
流
。
そ
れ
か

ら
２
年
後
の
昭
和
５６
年
に
、
放
流
さ
れ

た
サ
ケ
が
豊
平
川
へ
戻
っ
て
き
た
の
で

す
。
札
幌
市
民
は
大
い
に
沸
き
立
ち
、

こ
の
と
き
か
ら
、
サ
ケ
は
豊
平
川
復
活

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た
の
で
す
。

昭和２０年の札幌の人口は約２０万人。昭和４５年に
は１００万人を突破し、地下鉄の開通や札幌オリン
ピックの開催、政令指定都市への移行など、高度
経済成長の波にのって都市化が進んでいきました。
昭和５９年には１５０万人を超え、現在は１９０万都市と
なっています。

下水道の普及により豊平川の水質が改善
よし

されてきた昭和５３年、北海道大学助教授吉
ざき まさ かず

崎昌一氏を代表に「さっぽろサケの会」が
発足。母なる豊平川にサケを呼び戻そうと
市民へ呼び掛け、「カムバックサーモン運
動」がスタートしました。この運動は次第
に市民へ広がり、国や北海道、札幌市、北
海道警察などの行政も巻き込んだ大きなう
ねりとなりました。こうして、昭和５４年３
月に２０万尾、４月には８０万尾のサケの稚魚が豊平川に放流されました。
それから２年後の昭和５６年、放流したサケが豊平川へ再び帰ってくるという感動的な出来事

そ じょう とこ ど

が起こり、昭和５７年には市内の小学校児童がサケの遡上に障害となる床止め（川の中の段差）
ぎょ どう

に「魚道（魚の通り道）」を設置するよう総理大臣にお願いするなど、市民運動は大きく展開
していきました。 参考文献／北海道サケ友の会２０年のあゆみ「碧」

●カムバックサーモン運動

▲

第
１
回
の
稚
魚
放
流
の
様
子

昭昭和和２２００年年

昭昭和和４４５５年年

カムバックサーモン
運動が始まる。

昭昭和和４４６６年年

昭昭和和４４７７年年

札幌の人口は約２０万人。
※現在は、約１９０万人。

昭昭和和５５１１年年

人口が１００万人を突破。

地下鉄南北線（真駒内
駅～北２４条駅）が開通。

札幌オリンピック開催。
政令指定都市へ移行。

地下鉄東西線（琴似駅
～白石駅）が開通。

昭昭和和５５３３年年

第１回目のサケ稚魚
の放流が行われる。

●人口の増加と都市化

札幌の人口

昭昭和和５５４４年年

サケが豊平川へ戻ってくる。

昭昭和和５５６６年年
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陸上自衛隊
真駒内駐屯地

至札幌市街

至定山渓

札幌藻岩
高等学校 五輪通

真駒内駅

地
下
鉄
南
北
線

アイス
アリーナ

屋外
競技場

真駒内
公園

バス停

N

P

230

453文

石山通

真
駒
内
川

豊
平
川

札幌市豊平川
さけ科学館

サ
ケ
か
ら
学
ぼ
う

環
境
の
大
切
さ
！

卵
か
ら
ふ
化
し
た
サ
ケ
の
稚
魚
は
、

４
〜
５
カ
月
ぐ
ら
い
を
豊
平
川
で
過
ご

し
、
そ
れ
か
ら
日
本
海
を
経
て
ベ
ー
リ

ン
グ
海
や
ア
ラ
ス
カ
湾
の
辺
り
を
回
遊

し
、
再
び
豊
平
川
へ
戻
っ
て
き
ま
す
。

今
で
は
、
毎
年
約
千
〜
二
千
尾
の
サ

ケ
が
戻
っ
て
く
る
ほ
ど
環
境
が
回
復
し

て
き
た
豊
平
川
で
す
が
、
例
え
ば
回
遊

す
る
海
が
汚
染
さ
れ
た
り
地
球
温
暖
化

に
よ
っ
て
海
水
温
が
上
昇
し
た
り
す
る

と
、
サ
ケ
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
で

し
ょ
う
。

サ
ケ
は
、
身
近
な
豊
平
川
の
環
境
だ

け
で
は
な
く
、
も
っ
と
広
い
視
点
で
環

境
を
考
え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
も
教

え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

昭和４０年代前半、下水道の普及状況は１０～２０％
弱と低く、急速な人口の増加による生活排水や工
業排水の流入によって、豊平川の水質は悪化して
いきました。しかし、昭和４７年の札幌オリンピッ
クを契機としてこの前後から下水道整備は一気に
進み、普及率は昭和４６年には５０％を超え、昭和５０
年代半ばには８０％に達し、家庭や工場から出さ
れた汚れた水は、下水道を通って下水処理場で処
理されてから川に流されるようになりました。こ
れに伴い、豊平川の水質も回復し、サケが戻って
こられる環境になっていきました。

所 在 地 南区真駒内公園２番１号
開館時間 午前９時１５分～午後４時４５分
休 館 日 月曜日（祝休日の場合は次の平日）、

年末年始（１２月２９日～１月３日）
入 館 料 無料
電話番号 ５８２‐７５５５
ホームページ http : //www.sapporo-park.or.jp/sake/

昭昭和和５５９９年年

毎年恒例となった５月の連休に行わ
れる「サケ稚魚放流体験」で、稚魚
の累計放流数が１，０００万尾を超えた。

●下水道の普及と水質の改善

豊平川さけ科学館が開館。
「カムバックサーモン運動」
の高まりを受けて、サケのふ
化・放流を続けるためのふ化
場とサケについて学習するた
めの施設として誕生。

下水道の普及と水質

平平成成６６年年～～１１００年年

平平成成２２１１年年

豊平川の「魚道」を整備。

★さっぽろサケフェスタ２００９

親子でサケや水辺の生き物について楽しく
学べる催しがいっぱいあるよ！

�館内クイズラリー
�サケタッチプール
�サケの魚拓と塩イクラの作り方講座
�サケの工作コーナー
�森と川の紙芝居
�森と水辺の体験コーナー ほか

もっといろいろ知りたい方は

札幌市豊平川さけ科学館へ

※地下鉄南北線「真駒内駅」からじょうてつバス＜南９０、
９５～９８＞、＜環９６＞乗車「真駒内競技場前」下車。

会場：札幌市豊平川さけ科学館
時間：午前１０時～午後４時

▲

サ
ケ
の
人
工
受
精
見
学

９／２３
開催

▲

サ
ケ
の
重
さ
当
て
ク
イ
ズ
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南
区
役
所�（

５８２
）
2
4
0
0

■
南
区
ま
ち
づ
く
り
参
加
・
入

門
教
室

講
演
会
・
パ
ネ
ル
展

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
講
演
会

を
行
い
ま
す
。
ま
た
会
場
内
で
は
、

南
区
で
活
動
す
る
ま
ち
づ
く
り
活

動
団
体
の
パ
ネ
ル
展
も
開
催
し
ま

す
。

日
時

９
月
１２
日
�
午
後
１
時
〜

３
時
（
講
演
会
は
午
後
１
時
３０
分

〜
２
時
３０
分
）。

会
場

南
区
民
セ
ン
タ
ー
。
で
こ
ぼ
こ

講
師

前
田
森
林
公
園
凸
凹
倶
楽

い
し

だ

て
つ

や

部

代
表

石
田
哲
也
。

対
象

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
関
心

の
あ
る
方
。

定
員
・
費
用

１００
人
。
無
料
。

申
込
方
法

８
月
１１
日
�
か
ら
電

話
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

申
込
・
詳
細

地
域
振
興
課
ま
ち

づ
く
り
調
整
担
当

内
線
２９８

■
南
区
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

一
般
参
加
者
募
集

日
時

９
月
１３
日
�
午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
０
時
３０
分
。
※
雨
天
の

場
合
、
２０
日
�
に
順
延
。

会
場

豊
平
川
緑
地
左
岸
五
輪
橋

コ
ー
ス（
川
沿
５
条
１
丁
目
地
先
）。

対
象

区
内
に
お
住
ま
い
の
１８
歳

以
上
の
方
。

競
技
方
法

国
際
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

協
会
ル
ー
ル
適
用
、
１８
ホ
ー
ル
ス

ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
。

定
員
・
費
用

２０
人
。
５００
円
。

申
込
方
法

８
月
１１
日
�
〜
９
月

３
日
�
に
電
話
で
左
記
へ
（
先
着

順
）。

申
込
・
詳
細

地
域
振
興
課
地
域

活
動
担
当

内
線
６０６

■
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診

検
診
日

８
月
２８
日
�
。

受
付

午
前
８
時
４５
分
〜
１０
時
。

会
場

南
保
健
セ
ン
タ
ー
。

対
象

４０
歳
以
上
で
、
職
場
な
ど

で
受
診
し
て
い
な
い
方
。

費
用

胃
が
ん
検
診
は
７００
円
、
大

腸
が
ん
検
診
は
４００
円
。
た
だ
し
、

７０
歳
以
上
の
方
、
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
の
方
、
生
活
保
護
世

帯
の
方
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

方
は
無
料
。
※
そ
れ
ぞ
れ
証
明
で

き
る
も
の
が
必
要
。

申
込
方
法

事
前
に
左
記
へ
予
約

（
電
話
可
）。

申
込
・
詳
細

健
康
・
子
ど
も
課

健
や
か
推
進
係
�（
５８１
）５
２
１
１

■
カ
ロ
リ
ー
計
算
の
達
人
教
室

体
重
が
気
に
な
る
方
や
生
活
習

慣
病
を
予
防
し
た
い
方
、
カ
ロ
リ

ー
計
算
を
学
び
ま
せ
ん
か
？

▽
講
話
「
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事

で
肥
満
予
防
」。

▽
演
習
「
計
算
し
ま
し
ょ
う
。
食

べ
物
の
カ
ロ
リ
ー
」。

日
時

９
月
９
日
�
、
１１
日
�
。

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分
。

会
場

南
保
健
セ
ン
タ
ー
。

対
象

区
内
に
お
住
ま
い
で
、
全

日
程
出
席
可
能
な
方
。

定
員

２０
人
。

費
用

無
料
。

申
込
方
法

８
月
１１
日
�
か
ら
電

話
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

申
込
・
詳
細

健
康
・
子
ど
も
課

健
や
か
推
進
係
�（
５８１
）５
２
１
１

■
子
育
て
講
座（
テ
ー
マ
別
）

テ
ー
マ

乳
幼
児
の
応
急
手
当
〜

い
ざ
と
い
う
と
き
あ
わ
て
な
い
た

め
に
〜
。

日
時

９
月
７
日
	
午
前
１０
時
〜

１１
時
３０
分
。

会
場

南
保
健
セ
ン
タ
ー
。

講
師

南
消
防
署
救
急
隊
員
。

対
象

０
歳
か
ら
就
学
前
の
お
子

さ
ん
を
育
て
て
い
る
保
護
者
の
方

（
託
児
あ
り
）。

定
員

２０
人
。

費
用

無
料
。

申
込
方
法

８
月
１７
日
	
か
ら
電

話
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

※
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
こ
の
講
座
は
多
く
の
方

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
年

一
回
の
受
講
で
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
・
詳
細

健
康
・
子
ど
も
課

子
育
て
支
援
係
�（
５８８
）５
４
１
１

■
子
育
て
サ
ロ
ン
パ
ネ
ル
展

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
編
）

日
時

８
月
２７
日
�
〜
９
月
４
日

�
。
午
前
８
時
４５
分
〜
午
後
９
時
。

※
８
月
２７
日
�
は
午
前
１０
時
か
ら
、

９
月
４
日
�
は
午
後
４
時
ま
で
。

会
場

南
区
民
セ
ン
タ
ー
。

詳
細

健
康
・
子
ど
も
課
子
育
て

支
援
係
�（
５８８
）５
４
１
１

■
読
み
聞
か
せ
講
演
会

日
時

９
月
３
日
�
午
前
１０
時
〜

１１
時
３０
分
。

会
場

南
区
民
セ
ン
タ
ー
。

講
師

札
幌
第
一
子
ど
も
の
と
も

ふ
じ

た

は
る
よ
し

社

代
表
取
締
役

藤
田
春
義
。

対
象

子
育
て
中
の
保
護
者
の
方

や
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地
域

支
援
者
、
読
み
聞
か
せ
に
関
心
の

あ
る
方
。

※
託
児
あ
り
（
先
着
２０
人
）。

定
員

５０
人
。

費
用

無
料
。

申
込
方
法

８
月
１３
日
�
か
ら
電

話
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

申
込
・
詳
細

健
康
・
子
ど
も
課

子
育
て
支
援
係
�（
５８８
）５
４
１
１

南区内の主な施設

南区役所 �５８２―２４００
〒００５―８６１２ 真駒内幸町２丁目

南区土木センター �５８１―３８１１
〒００５―００３１ 南３１条西８丁目

南保健センター �５８１―５２１１
〒００５―００１４ 真駒内幸町１丁目

定山渓まちづくりセンター �５９８―２１９１
〒０６１―２３０２ 定山渓温泉東３丁目

真駒内まちづくりセンター �５８１―３０２５
〒００５―００１４ 真駒内幸町２丁目

石山まちづくりセンター �５９１―８７３４
〒００５―０８４２ 石山２条２丁目

簾舞まちづくりセンター �５９６―２０５９
〒０６１―２２６３ 簾舞３条６丁目

藤野まちづくりセンター �５９１―７０４１
〒０６１―２２８２ 藤野２条７丁目

藻岩まちづくりセンター �５７１―６１２１
〒００５―０８０８ 川沿８条２丁目

藻岩下まちづくりセンター �５８１―２００１
〒００５―００３４ 南３４条西９丁目

澄川まちづくりセンター �８２１―８５８５
〒００５―０００３ 澄川３条２丁目

芸術の森地区まちづくりセンター �５９２―７００９
〒００５―０８５０ 石山東７丁目

南清掃事務所 �５８３―８６１３
〒００５―０８６１ 真駒内６０２番地３０

南消防署 �５８１―２１００
〒００５―００１４ 真駒内幸町１丁目

南区体育館 �５７１―５１７１
〒００５―０８０４ 川沿４条２丁目

澄川図書館 �８２２―３７３０
〒００５―０００４ 澄川４条４丁目

南区民センター �５８４―２１００
〒００５―００１４ 真駒内幸町２丁目

藤野地区センター �５９２―２００２
〒０６１―２２８２ 藤野２条７丁目

もいわ地区センター �５７２―５７３３
〒００５―０８０８ 川沿８条２丁目

すみかわ地区センター �８１８―３０３５
〒００５―０００４ 澄川４条４丁目

南区掲示板
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■
野
菜
を
も
っ
と
食
べ
よ
う
！

パ
ネ
ル
展

札
幌
市
民
は
野
菜
の
摂
取
量
が

不
足
気
味
で
す
。
野
菜
の
と
り
方

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

日
時

８
月
２９
日
�
〜
９
月
２
日

�
。
午
前
８
時
４５
分
〜
午
後
９
時
。

※
９
月
２
日
�
は
午
後
３
時
ま
で
。

会
場

南
区
民
セ
ン
タ
ー
。

詳
細

健
康
・
子
ど
も
課
健
や
か

推
進
係
�（
５８１
）５
２
１
１

■
「
野
菜
料
理
教
室
」

参
加
者
募
集

地
産
地
消
の
お
話
と
野
菜
た
っ

ぷ
り
料
理
を
紹
介
し
ま
す
。

内
容

講
話
と
調
理
実
習
。

日
時

８
月
２８
日
�
午
前
９
時
３０

分
〜
午
後
１
時
。

会
場

南
区
民
セ
ン
タ
ー
。
た
て

の

と
よ

こ

講
師

料
理
研
究
家

立
野
豊
子

ほ
か
。

対
象

区
内
に
お
住
ま
い
の
方
。

定
員
・
費
用

２４
人
。
無
料
。きん

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

手
ふ
き
用
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
。

申
込
方
法

８
月
１１
日
�
か
ら
電

話
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

申
込
・
詳
細

健
康
・
子
ど
も
課

健
や
か
推
進
係
�（
５８１
）５
２
１
１

詳細 健康・子ども課健やか推進係 �５８１‐５２１１

（注）衆議院議員総選挙のため、会場が変更となっています。

種 類 対 象 内 容 費 用

健

康

診

査

特 定
健 康 診 査

札幌市国民健康保険に加入さ
れている方（今年度４０歳にな
る方から７５歳未満の方）

問診、身体計測、診察、血圧
測定、血液検査、尿検査、貧
血検査※、心電図検査※、眼底
検査※

※の検査は、医師が必要と認め
る場合に実施します。

受診券に記載の金額
※生活保護世帯は無料。
ただし、証明書が必要。

後期高齢者
健 康 診 査

札幌市民で、後期高齢者医療
制度に加入されている方（７５
歳以上の方及び６５歳以上で一定の障
がいがある方）

問診、身体計測、診察、血圧
測定、血液検査、尿検査

受診するには「受診券」と「被保険者証」が必要です。
※札幌市国民健康保険以外の健康保健に加入されている方が受診できるかどうかは、加入されている健康保
険へお問い合わせください。

肺 が ん 検 診 札幌市民で職場などで受診す
る機会のない４０歳以上の方 胸部Ｘ線検査 無 料

かくたん

※喀痰検査は４００円。

緊 急 肝 炎
ウイルス検査

札幌市民で過去に検査を受け
ていない方（年齢制限無し） Ｂ型・Ｃ型ウイルス検査 無 料

（平成２２年３月３１日まで）

健 康 相 談 札幌市民で、１５歳の方から今
年度３９歳になる方 相談、血圧測定、尿検査 無 料

※市内の指定医療機関では「肺がん検診」を実施していませんが、住民集団健康診査で肺がん検診
のみの受診も可能です。

日 程 受 付 時 間 会 場 申 込

８月１９日�
午前９時～１１時 澄川地区会館 澄川３条２丁目

当日、直接会場へ。
※できるかぎり空腹
の状態でお越しく
ださい。

午後１時３０分～３時 石山会館 石山２条２丁目

８月２０日�
午前９時～１１時 澄川地区会館 澄川３条２丁目
午後１時３０分～３時 南沢福祉会館 南沢１８２２番地

８月２４日�
午前９時３０分～１１時 藤野地区センター 藤野２条７丁目
午後１時３０分～３時 真駒内総合福祉センター（注）真駒内幸町２丁目

８月２５日�
午前９時３０分～１１時 南保健センター（注） 真駒内幸町１丁目
午後１時３０分～３時 藤野地区センター 藤野２条７丁目

８月２７日�
午前９時～１１時 簾舞地区会館 簾舞３条６丁目
午後１時３０分～２時３０分 定山渓集会所 定山渓温泉東３丁目

９月９日�
午前９時～１１時 もいわ地区センター 川沿８条２丁目
午後１時３０分～３時 丘晴会館 石山１条９丁目

日時・会場 ※９月１１日以降の日程については、広報さっぽろ９月号に掲載します。

■南区住民集団健康診査のお知らせ

８月１１日からのお知らせ
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南
区
民
セ
ン
タ
ー

�（
５８４
）
2
1
0
0

■
み
な
み
区
民「
美
術
・
書
道
展
」

作
品
募
集

み
な
み
区
民
美
術
・
書
道
展
を

開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
力
作
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

対
象

区
内
に
お
住
ま
い
の
１８
歳

以
上
の
方
（
高
校
生
は
除
く
）。

募
集
作
品

絵
画
・
版
画
・
彫
刻

な
ど
。

申
込
方
法

南
区
民
セ
ン
タ
ー
、

各
地
区
セ
ン
タ
ー
・
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
で
配
布
中
の
申
込
用
紙

に
よ
り
、
８
月
２７
日
�
〜
９
月
５

日
�
に
直
接
南
区
民
セ
ン
タ
ー
へ
。

作
品
搬
入

１０
月
４
日
�
。

展
示
期
間

１０
月
６
日
�
午
後
１

時
〜
１０
日
�
午
後
３
時
。

澄
川
図
書
館

�（
８２２
）3
7
3
0

■
行
事
の
お
知
ら
せ

▽
お
話
の
会

・
８
月
１５
日
�
午
後
１
時
５０
分
。

『
な
つ
は
ぐ
ん
ぐ
ん
』。

▽
子
ど
も
映
画
会

・
８
月
１５
日
�
午
後
２
時
３０
分
。

『
に
じ
い
ろ
の
さ
か
な（
冒
険
編
）』。

■
図
書
館
休
館
の
お
知
ら
せ

蔵
書
一
斉
点
検
の
た
め
、
休
館

し
ま
す
。
※
休
館
中
の
本
の
返
却

は
、
玄
関
入
口
右
手
の
「
返
却
ポ

ス
ト
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間

９
月
３
日
�
〜
１４
日
�
。

藤
野
地
区
セ
ン
タ
ー

�（
５９２
）
2
0
0
2

■
図
書
室
行
事
の
お
知
ら
せ

▽
お
は
な
し
の
会

・
８
月
１５
日
�
、
２２
日
�
、
９
月

５
日
�
。
午
前
１１
時
。

南
区
社
会
福
祉
協
議
会

�（
５８２
）
2
4
1
5

■
南
区
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

入
門
研
修
会
受
講
者
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
る

に
あ
た
り
、
役
立
つ
情
報
な
ど
を

講
義
や
施
設
見
学
・
実
習
で
学
び

ま
す
。
修
了
者
は
、
札
幌
市
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
研
修
セ
ン
タ
ー
で
行
う

「
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
研
修
会
」
の
受
講
資
格
が
得

ら
れ
ま
す
。

日
時

９
月
３
日
�
、
８
日
�
、

１０
日
�
。
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時

３０
分
（
全
３
回
）。

会
場

南
区
民
セ
ン
タ
ー
ほ
か
。

対
象

区
内
に
お
住
ま
い
の
方
。

定
員
・
費
用

２０
人
。
５００
円
。

申
込
方
法

８
月
１７
日
�
午
前
９

時
か
ら
電
話
で
受
け
付
け
（
先
着

順
）。

環
境
局
ご
み
減
量
推
進
課

�（
２１１
）
2
9
2
8

■
出
張
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

ぞ
う
り

古
布
で
草
履
を
作
り
ま
す
。

日
時

９
月
９
日
�
午
前
９
時
３０

分
〜
正
午
。

会
場

南
区
民
セ
ン
タ
ー
。

対
象

区
内
に
お
住
ま
い
の
方
。

定
員

２０
人
（
多
数
時
抽
選
）。

費
用

２００
円
。

申
込
方
法

８
月
２５
日
�
ま
で
に

電
話
で
左
記
へ
。
受
付
時
間
は
午

前
１０
時
〜
午
後
６
時
（
月
曜
日
を

除
く
）。

申
込
・
詳
細

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
宮
の
沢
�（
６７１
）４
１
５
３

９月１日は「防災の日」です。札幌市では、
日ごろの防災意識を高めてもらうため、「がけ
地防災パネル展」を開催します。

日時 ８月１８日�～２０日�。午前９時～午後５時
会場 南区民センター

詳細 都市局宅地課 �２１１‐２５１２

内
容

南
区
の
豊
平
川
さ
け
科

学
館
〜
東
区
の
豊
水
大
橋
ま
で

の
豊
平
川
河
川
敷
（
約
１１
㎞
）

を
自
然
観
察
し
な
が
ら
楽
し
く

歩
き
ま
せ
ん
か
？
膝
や
腰
へ
の

負
担
が
軽
減
で
き
る
ス
ト
ッ
ク

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
も
体
験
で
き
ま

す
。

日
時

９
月
２１
日
�
午
前
９
時

〜
午
後
２
時
。

集
合
場
所

豊
平
川
さ
け
科
学

館
（
真
駒
内
公
園
２－

１
）。

※
帰
路
は
専
用
バ
ス
で
集
合
場

所
へ
戻
り
ま
す
。

対
象
者

小
学
生
以
上
で
完
歩

す
る
自
信
の
あ
る
健
康
な
方

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）。

定
員

１００
人
（
先
着
順
）。

費
用

千
円
（
中
学
生
以
下
５００

円
）。

申
込
方
法

８
月
１１
日
�
〜
９

月
１４
日
�
に
電
話
で
左
記
へ
。

申
込
・
詳
細

札
幌
市
藤
野
野

外
ス
ポ
ー
ツ
交
流
施
設
（
フ
ッ

ズ
）【
藤
野
４７３
番
地
１
】

�（
５９１
）８
１
１
１

藤野地区は周囲を山々に囲まれた自然豊かな地域で、花の愛好家も
多く、これまでも「園芸講習会」や「ガーデニングコンテスト」など
さまざまな花にまつわる催しが開かれてきました。
昨年、さらに街を花でつなぐ「花のネットワーク」を広げようと宝

くじの助成事業を申請し、今年、約３，０００株の花の苗を植えることが
できました。
植えられた苗が大きくなる数年後には、藤野地区の家や通りは文字

通り花でいっぱいになっていることでしょう。

詳細 環境局みどりの推進課 �２１１‐２５２２

南区掲示板

藤野地区町内会連合会が宝くじ助成で「藤野地区花いっぱい運動」

▲地域が華やかになるな～！

豊
平
川
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

〜
南
区
か
ら
と
び
だ
そ
う
！
〜

「がけ地防災パネル展」の開催
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内 容 さまざまな「あそび」を通して児童会館の子どもとふれあうボランティア養成の講習会で
す。

日 時 ８月２９日�～１０月２４日�の毎週土曜日。※９月１２日は休講（全８回）。
午後１時３０分～３時３０分。

会 場 澄川児童会館（澄川４条６丁目１‐１）ほか。
対象者 ボランティアに関心のある１８歳以上の方。
定 員 １５人（先着順）。
受講料 １，０００円（交通費は自己負担）。
申込方法 ８月１１日�～２８日�（午前８時４５分～午後５時）に、

電話で下記へ申し込み（日曜日を除く）。

申込・詳細 澄川児童会館 �８３１‐５１５０

講 座 名 定員 開 講 日 開講時間 受講料など 申 込 日

自宅でつくれる！
本格インドカレー
（全４回）

２０人

９月３日�
１０日�
１７日�
２４日�

午前１０時～正午
受講料 ２，６００円
材料費 ２，４００円

８月１７日�、１８日�
午前９時～午後５時

申込方法 電話で受け付け。定員を超えた場合は、８月１９日�午前１０時から公開抽選。結果は、当選者・
補欠者のみに電話連絡。定員に満たない場合は、開講日の４日前まで受け付けます。※受講料
納入は、８月２１日�午後５時までに直接窓口へ。

講 座 名 定員 開 講 日 開講時間 受講料など 申 込 日

ゆっくり学ぶ
旅行英会話入門
（全８回）

２０人
９月７日�、１４日�、２８日�、
１０月１９日�、２６日�、
１１月９日�、１６日�、３０日�

午後１時３０分
～３時３０分

受講料 ３，９００円
８月１１日�～１７日�
午前９時～午後５時
（日曜日を除く）野菜たっぷり！

秋の家庭料理
（全４回）

１２人
９月１８日�、
１０月９日�、２３日�、
１１月６日�

午前１０時
～正午

受講料 ２，３００円
材料費 ２，０００円

申込方法 電話、または直接すみかわ地区センターへ。定員を超えた場合は、８月１８日�午前１０時から公
開抽選。結果は全員に連絡。定員に満たない講座は引き続き受け付けます。受講者が少ない講
座は中止する場合があります。

あそびのボランティア講習会

南区民センター（�５８４‐２１００）

すみかわ地区センター（�８１８‐３０３５）

８月１１日からのお知らせ

※講座の受講対象は、１５歳以上の方（中学・高校生を除く）です。■講座のご案内
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南区民センターで「子育てママの料理教室」
が開催されました。参加者は「子どもは今何
歳？」、「好き嫌いはある？」などと楽しく会話
をしながらメニューに挑戦していました。

東海大学付属第四高等学校中等部の３年生５５
人が、校庭でラベンダーの植樹を行いました。
生徒同士で「これでいいかな」と確認し合い
ながら丁寧に作業を進めていました。

八剣山果樹園で「八剣山さくらんぼ祭り」が
開催されました。サクランボの種飛ばし大会で
は、大きく助走をつけたり回転したりして吹き
出す参加者もいて、会場は大盛況でした。

札幌啓北商業高等学校定時制の全校生徒２９人
が学校周辺の清掃活動を行いました。軍手と火
ばさみを手に取り、石山北公園や平岸通沿いな
どのごみを１時間かけて拾い集めました。

おいしい料理で子育てバッチリ！

６／２４

南区の自然とフルーツを満喫！

７／１２

ラベンダーは僕らの誇り！

６／１８

地域の皆さんに感謝を込めて！

７／６

館真写いあれふ
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